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こ
の
た
び
、
５
人
の
方
が
市

長
と
兵
庫
県
地
方
協
力
本
部
長

と
の
連
名
で
自
衛
官
募
集
相
談

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
募
集
相
談
員
と
は
、
市
長
が

行
う
自
衛
官
募
集
事
務
の
う
ち
、

広
報
宣
伝
活
動
の
一
環
の
事
務

を
担
い
、
個
人
の
好
意
に
基
づ
い

て
志
願
者
に
関
す
る
情
報
提
供

や
地
域
協
力
本
部
の
援
助
な
ど

を
行
う
市
民
の
方
々
で
、
任
期
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
支
援
の
た
め

ふ
る
さ
と
納
税
を
県
へ
寄
付

　
市
で
は
、
兵
庫
県
と
協
調
し

た
取
り
組
み
と
し
て
、
ふ
る
さ

と
納
税
で
募
っ
た
寄
付
金
を
県
へ

寄
付
し
、
県
内
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避

難
民
の
支
援
な
ど
に
充
て
る
こ

と
と
し
、
こ
の
た
び
寄
付
金
の

贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
23
日
に
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
避
難
民
の
招
待
ツ
ア
ー

が
実
施
さ
れ
、
約
40
人
が
市
内

観
光
施
設
を
巡
り
ま
し
た
。

片
山
安
孝
副
知
事
へ
寄
付
目
録
を
贈
呈

写真左から＝安達二等海佐、山下さん、山口さん、宮崎一等陸
佐、喜田副市長、谷口さん、阿部さん、岡田さん

暴
力
追
放
・
安
全
安
心

ま
ち
づ
く
り
市
民
大
会
を
開
催

　
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
「
暴

力
追
放
・
安
全
安
心
ま
ち
づ
く

り
市
民
大
会
」
が
10
月
28
日
、

市
役
所
で
開
催
さ
れ
、
防
犯
に

功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◆
受
賞
者
（
敬
称
略
）

近
畿
少
年
補
導
功
労
者
表
彰

　
安
井
　
勇
（
潮
美
台
）

全
国
少
年
補
導
功
労
者（
銅
賞
）

表
彰

　
藤
岡
　
勝
平
（
灘
）

兵
庫
県
防
犯
協
会
連
合
会
表
彰

　
鷲
谷
　
政
次
（
湊
）

　
柏
木
　
公
子
（
松
帆
）

南
あ
わ
じ
防
犯
協
会
表
彰

　
和
田
　
定
徳
（
湊
）

　
大
石
　
み
つ
る
（
湊
）

　
松
下
　
喜
亮
（
松
帆
）

　
服
部
　
祐
治
（
松
帆
）

南
あ
わ
じ
市
民
の
警
察
官
表
彰

「
ゆ
づ
る
は
賞
」

　
谷
内
　
拓
実（

刑
事
生
活
安
全
課
）

　
江
川
　
紘
治
（
地
域
課
）

各
種
功
労
表
彰
の
受
賞
者

自
衛
官
募
集
広
報
を
援
助

５
名
を
募
集
相
談
員
に
委
嘱

２
年
間
で
す
。

　
自
衛
隊
に
興
味
が
あ
る
人
は

お
近
く
の
自
衛
官
募
集
相
談
員

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
自
衛
官
募
集
相
談
員

※
順
不
同
、
敬
称
略

　
岡
田
　
功
三
（
松
帆
）

　
山
下
　
　
登
（
賀
集
）

　
谷
口
　
博
文
（
松
帆
）

　
山
口
　
明
宏
（
阿
万
）

　
阿
部
　
　
守
（
阿
万
）

　
永
田
さ
ん
は
、
平
成
２
年
に

初
当
選
し
て
以
来
、
今
年
４
月

に
引
退
す
る
ま
で
８
期
32
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
兵
庫
県
議

会
議
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。
県
議
会
は
存
在
感
が
薄
い

と
感
じ
、
身
近
で
開
か
れ
た
議

会
に
改
革
す
る
た
め
尽
力
。
ま

た
、「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
無
縁
社

会
」
を
掲
げ
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
た
心
豊
か

な
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。

永な
が
た田

　
秀ひ

で
い
ち一 

さ
ん
（
倭
文
）

元
兵
庫
県
議
会
議
員

旭
日
中
綬
章

秋
の
叙
勲

　
小
島
さ
ん
は
、
平
成
17
年
に

初
当
選
以
来
、
４
期
16
年
間
、

市
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対

策
と
し
て
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
、
あ
わ
じ
島
ま
る
ご
と
食

の
拠
点
施
設
「
美
菜
恋
来
屋
」

の
開
設
、
開
か
れ
た
議
会
運
営

の
た
め
の
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
、
市
役
所
新
庁
舎
に
係

る
市
民
目
線
に
立
っ
た
調
査
と

議
論
な
ど
、
幅
広
く
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。

小こ
じ
ま島

　
一
は
じ
め 

さ
ん
（
広
田
）

元
南
あ
わ
じ
市
議
会
議
員

旭
日
双
光
章

秋
の
叙
勲

　
島
津
さ
ん
は
、
平
成
14
年
に

沼
島
地
区
連
合
自
治
会
会
長
に

就
任
し
て
以
来
20
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
豊
富
な
経
験
と
卓
抜

な
識
見
を
も
っ
て
、
沼
島
な
ら

び
に
南
あ
わ
じ
市
に
お
け
る
地

域
住
民
福
祉
の
向
上
と
地
域
振

興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
清
掃
奉
仕
活
動
、
防

犯
・
防
災
活
動
な
ど
を
通
し
て

地
域
住
民
の
自
治
意
識
の
高
揚

を
図
り
、
地
域
自
治
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

島し
ま
づ津

　
弘

ひ
ろ
し 

さ
ん
（
沼
島
）

元
沼
島
地
区
連
合
自
治
会
会
長

旭
日
単
光
章

秋
の
叙
勲

　
岡
さ
ん
は
、
昭
和
48
年
４
月

に
三
原
町
立
三
原
中
学
校
教
諭

に
着
任
し
て
以
来
、
平
成
23
年

３
月
に
退
職
す
る
ま
で
38
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
夢
を
持
っ
て

立
ち
上
が
る
強
い
心
の
育
成
を

教
育
目
標
に
掲
げ
、
教
育
に
専

念
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
級
通
信
を
毎
日
書
き
続

け
、大
切
に
し
て
き
た
言
葉
「
継

続
は
力
な
り
」
を
ご
自
身
の
活

動
を
も
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
る
こ
と
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

岡お
か

　
一か
ず
ひ
で秀 

さ
ん
（
志
知
）

元
公
立
小
学
校
長

瑞
宝
双
光
章

秋
の
叙
勲

◆兵庫県自治賞
　池田　隆志 さん（灘）
　秦　　茂 さん（灘）

◆兵庫県連合自治会会長表彰
　上田　隆之 さん（神代）
　刑部　八州男 さん（賀集）
　中川　健次 さん（灘）
　福田　昌宏 さん（灘）

◆第７１回兵庫県社会福祉大会 ボランティア功労賞
　中村　三千雄 さん（灘）

◆ひょうご県民ボランタリー活動賞受賞
　泊　　道子 さん（南あわじ市いずみ会南淡支部）

受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます

秋の叙勲と褒章
令和５年秋の叙勲・褒章が 11 月３日付で発令され、
南あわじ市内からは４人が受章されました。




